
た かは ぎ(1） 市報 9 月号（月刊）
＝■－－－

$悪‘当鐸塞響'7言営躍伊藤睦轄信’

1

蕊
：
§
；

1
劃

油:，｡箕茜，壇盛91，4 志噌.q,q』哨令生母浄､騒騒輩筵･員弓.;を直轄幸負､鐘F浄謹･墨渉鴬君蔀ュ,守襲?:登r鋒tF;U 剥
皐
蝿
脚
秘
罰
剛
図
弧

第1霞識
日 自 ﾛ ﾛ ﾔ

｡ E ■ d ､ 5

::::::蕊
･･･.｡｡'..』
｡ ■ D j b1

⑮ケリ｡〃■■｡■も
。 ・ ・ ・ ＄

心 守● ■ ■ 且

口 辱 回咀 ら1
， 町 今や狗

句も□.Q①6①罰
も告●番 qﾛ

.b･･｡.●砧､I

蕊
争B

E劇

■ ■b

むら｡

｡ ■ ｡

や｡｡

吟 ｡ ゅ

凹 印写

.｡･･･｡､ゆ°1

恥

穀識苧’明るし､郷土
へ･ ･､ﾛ '一~, ,､､↓…, '“､～､,‘｡ ，へⅡ ､MJ一竜｣ , ､‘ ‘－

も

日発行

市役所

務 課

I;il刷所

毎月一回5

蕊蕊
発行滞萩

鯛第總

期,Iルリ 藤枝I傍みよ腿､高裁
へいいJ一f q qM一Jj Ⅱ ､b-d jJも仁｡、Lq p"J…f h,ﾛ '一

…‘裾 唾記山 4守名 ,¥銚誕u1.L剋呼Z寺r預里密妬錐幸勇‘歩哩留”4塔や溌凹謹孟』至雷b聡::戸踵ﾏ澱み電埼緯1蝿聴r〒 J･『話と k.郡.

三
、
八
○
○
万
町
歩
の
狭
い
国

土
に
九
、
○
○
○
万
人
の
大
家

族
を
か
上
え
、
わ
ず
か
五
○
○

万
町
歩
く
本
市
の
水
田
八
二
五

町
歩
、
畑
三
八
八
町
歩
）
の
耕

地
を
六
一
八
万
戸
（
本
市
の
農

家
戸
数
一
、
七
七
一
戸
〕
の
多
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劃骨

の

蝿
改
良
事
業

Ⅷ
一一F

痔豪"""

葱
壹

數
没
家
が
耕
し
て
養
っ
て
ゆ
く

と
云
う
こ
と
は
決
し
て
生
易
し

い
こ
と
で
は
な
い
。

主
た
終
戦
直
後
二
○
○
万
町
歩

（
本
市
の
農
地
改
革
面
種
四
一

九
町
歩
）
に
及
ぶ
農
地
改
革
を

行
っ
た
・
か
、
蕊
に
所
有
権
左
移

『

土地改良計画地域図

転
し
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
後
に

行
わ
る
べ
き
農
業
改
革
は
遅
々

と
し
て
進
ま
ず
、
し
か
も
大
部

分
の
農
家
が
農
業
以
外
の
所
得

を
求
め
な
け
れ
ば
赤
字
生
活
を

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状

で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
に
し
て
農
地
の
生
産
力
を
増

強
し
、
鋳
物
生
産
性
の
向
仁
に

努
め
、
も
っ
て
農
業
經
営
の
合

理
化
を
図
ろ
諸
施
環
が
強
力
に

推
進
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
大
部
分

の
農
家
は
国
民
寺
一
淀
う
は
誇
る

か
、
農
悪
自
身
の
生
活
に
睡
綻

を
招
き
、
文
化
の
光
に
浴
す
る

こ
と
な
ど
到
底
望
む
べ
く
、
も
な

い
で
あ
ろ
う
ｃ

農
地
の
生
産
力
を
増
強
す
る
方

途
に
は
数
萄
あ
り
ま
し
ょ
う
。

即
ち
日
適
地
通
作
主
義
に
則
り

裁
培
作
物
の
転
換
を
行
う
こ
と

㈲
品
穂
改
良
に
よ
り
病
害
虫
に

強
く
多
收
良
質
の
作
物
を
作
り

出
す
こ
と
。
㈲
崎
作
農
法
を
採

用
す
る
こ
と
。
侭
耕
種
法
及
び

施
肥
法
を
改
善
す
る
》
」
と
。
国

土
地
改
良
を
実
施
す
る
こ
と
等

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
就
中
、
土
地

は
農
業
経
営
の
基
盤
で
あ
り
、

そ
の
不
良
條
件
を
整
備
す
る
土

地
改
良
の
実
施
を
前
提
と
し
て

そ
の
上
に
他
の
諸
施
策
を
總
合

的
に
講
じ
て
こ
そ
は
じ
め
て
農

地
の
生
産
力
の
増
強
は
万
全
の

効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
あ
る
。

㈲
農
業
水
利
の
改
良

口
暗
渠
排
水

㈲
床
締

倒
客
土

㈲
反
割
整
理

㈲
農
地
交
換
分
合

㈲
耕
地
の
拡
張

等
の
土
地
改
良
を
行
う
こ
と
は

そ
の
土
地
自
体
の
地
力
を
増
進

し
が
收
量
を
増
加
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
混
田
を
乾
田
化
し
て

二
毛
作
を
可
能
な
ら
し
め
、
悪

水
及
び
地
下
水
密
排
除
し
て
病

害
虫
を
防
除
し
、
土
壌
糺
繩
を

改
良
す
る
と
同
時
に
瞳
訓
整
理

及
び
耕
地
拡
雌
に
よ
る
面
粒
の

増
加
等
、
こ
れ
が
農
地
の
生
産

力
の
増
強
に
果
す
役
州
は
極
め

て
大
で
あ
る
。

さ
ら
に
瞬
仙
生
産
性
の
向
上
を

図
乃
方
途
と
し
て
努
め
て
畜
力

機
械
力
を
利
用
し
、
騨
力
を
節

約
し
、
生
産
識
を
軽
城
し
、
余

剰
群
カ
キ
戒
に
農
村
工
業
に
或

は
豊
業
の
集
約
化
等
に
投
じ
て

農
業
經
営
と
農
家
經
済
の
利
益

を
増
進
す
る
に
’
て
耽
、
そ
の

基
盤
た
る
土
地
の
砿
術
、
即
ち

交
換
分
合
、
序
劃
蕊
観
、
農
道

の
完
備
等
の
・
土
地
改
良
を
実
施

し
て
、
は
じ
め
て
七
の
目
的
を

達
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

つ
く
》
。

こ
の
意
味
に
於
て
木
市
も
当
初

予
算
で
訓
燕
費
を
置
き
、
県
へ

委
託
し
て
次
に
述
ゞ
へ
る
土
地
改

農
予
定
地
の
測
鉦
並
び
に
計
画

書
の
作
成
に
狸
進
中
で
あ
る
。

反
域
（
節
一
次
計
幽
）

㈲
大
字
高
萩

字
〆
立
戸
、
北
川
、
宮
後
、

滝
下
、
藥
師
下
、
樋
口
、
山

王
、
久
保
田
、
玉
川
、
山
王

下
、
込
田
、
横
枕
、
坂
下
、

作
。

同
大
字
高
戸

字
折
敷
田
、
原
田

目
大
字
下
手
綱

字
合
ノ
田
、
後
呑
の
一
部

㈲
大
字
安
良
川

字
北
坂

こ
の
事
業
内
容
は
、
寅
割
瑳
理

農
道
の
完
備
、
川
排
水
の
繋
備

等
で
あ
る
。

受
益
面
積
は
第
一
次
計
画
、
第

二
次
計
凹
を
含
め
、
約
五
十
町

歩
、
関
係
土
地
占
有
者
は
一
七

六
人
で
あ
る
。

第
二
次
計
画
と
し
て
の
ぽ
域
は

㈲
大
字
高
萩

字
後
谷
、
京
山
、
飯
森
塚
、

小
塙
、
滝
後
、
柿
沢
、
竹
の

内
、
円
久
田

同
大
字
下
手
綱

字
後
行
、
大
呑
口
、
南
沢

白
大
字
高
戸

字
玉
川
、
行
人
塚
、
石
河
原

で
主
な
る
事
業
内
容
は
水
源
確

保
津
期
す
る
為
の
貯
水
池
（
ダ

ム
〕
の
建
設
、
用
排
水
の
整
備

農
道
の
完
備
等
で
あ
る
。
以
上

の
地
域
は
、
も
と
松
岡
、
高
萩

両
町
の
境
界
で
も
あ
り
、
耕
地

が
両
町
に
ま
た
が
っ
て
い
た
関

係
で
、
た
び
人
～
土
地
改
良
か

計
叫
さ
れ
た
か
い
る
ノ
ー
な
面

で
本
璽
業
も
実
現
出
来
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

今
回
の
町
村
合
併
は
本
地
域
の

土
地
改
良
事
業
を
も
促
進
す
る

も
の
で
あ
り
実
現
出
来
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
共
に
士
地
の
高

度
利
用
の
た
め
又
将
来
の
為
に

是
非
実
現
い
た
し
た
い
。

現
在
は
測
量
を
し
設
計
を
立
て

上
、
こ
の
事
業
に
か
坐
る
經
費

が
ど
の
位
か
上
る
か
或
は
ど
の

よ
う
に
灰
劃
整
理
な
り
農
道
が

出
来
る
か
と
云
う
よ
う
な
資
料

を
持
っ
て
関
係
地
域
の
耕
作
者

及
び
地
主
各
位
に
お
諮
り
し
て

意
見
が
腿
ま
れ
ぱ
全
員
の
賛
成

を
得
て
実
行
に
移
し
た
い
と
考

へ
る
の
で
皆
様
の
絶
大
な
る
御

協
力
非
願
う
次
第
で
あ
る
。

（
農
林
謀
）
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基
本
選
畢
人
名
簿

作
成
に
つ
い
て

基
本
選
挙
人
名
簿
は
毎
年
九
月

十
五
日
現
在
で
調
製
し
、
本
年

十
二
月
二
十
日
か
ら
明
年
十
二

月
十
九
日
ま
で
の
一
年
間
各
緬

の
選
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
名
簿
は
毎
年
新
し
く
作

製
さ
れ
ま
す
か
ら
、
永
く
当
市

に
住
所
を
有
し
て
い
て
従
来
の

基
本
及
び
補
充
選
挙
人
名
簿
に

蚕
録
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、
追

っ
て
配
付
す
る
選
挙
人
名
簿
登

録
申
請
書
を
市
選
挙
管
理
委
員

会
へ
提
出
し
て
、
名
簿
か
ら
の

脱
漏
防
止
に
御
協
力
願
い
ま
す

今
回
調
製
す
る
基
本
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
者
は
左
記

の
各
号
に
該
当
す
る
者
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
っ
て
本
年

十
二
月
二
十
日
で
年
令
満
二

十
才
以
上
（
昭
和
十
一
年
十

二
月
二
十
日
以
前
出
生
）
の

者
で
あ
る
こ
と

②
引
続
き
三
ヶ
月
以
来
（
本

年
六
月
十
六
日
か
ら
本
年
九

月
十
五
日
ま
で
引
き
続
き
）

高
萩
市
に
住
所
を
有
す
る
者

で
あ
る
こ
と

③
次
の
欠
格
事
項
に
該
当
し

な
い
者

㈹
禁
治
産
者

㈲
禁
銅
以
上
の
刑
に
処
せ

ら
れ
、
そ
の
執
行
の
終
る

ま
で
の
者

㈹
選
挙
犯
罪
者
（
詳
細
は

選
挙
管
理
委
員
会
へ
御
問

合
せ
下
さ
い
）

そ
ろ
っ
て
申
請

そ
ろ
っ
て
投
票

八
月
二
十
六
日
第
十
回
茨
城

県
民
体
育
大
会
高
萩
地
方
大
会

並
第
二
回
高
萩
市
民
体
育
祭
が

高
萩
高
等
学
校
会
場
を
中
心
に

し
て
開
催
さ
れ
た
。
多
く
の
種

目
を
同
時
に
実
施
す
る
た
め
、

こ
の
運
営
に
つ
い
て
は
相
当
の

困
難
が
作
っ
た
が
、
市
役
所
の

係
員
、
高
等
学
校
の
職
員
生
徒

体
協
の
役
員
の
献
身
的
な
協
力

に
よ
っ
て
硴
大
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
深
く
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県
民

体
育
大
会
の
計
画
発
表
が
遅
れ

た
た
め
地
方
大
会
の
計
画
が
市

民
に
徹
底
し
な
か
っ
た
た
め
参

加
者
が
昨
年
よ
り
少
か
つ
た
こ
↑

と
は
残
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
志

参
加
さ
れ
た
選
手
は
終
始
敢
斗
叩

さ
れ
て
意
義
あ
る
大
会
で
あ
つ
↑

た
。
こ
と
に
本
年
は
武
徳
殿
を

便
胴
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
柔

道
、
剣
道
、
弓
道
と
も
立
派
な

演武場で技を競うことの出来たことは欣ぴに堪えない一入賞者は次の通りである《

一
、
陸
上
競
技

青
年
の
部

百
米
渡
辺
正
男
四
百
米
大
高

通
幹
千
五
百
米
松
本
富
美
男
一

一
万
米
神
保
鶴
之
政
俵
か
つ

ぎ
祁
永
重
光
八
百
継
走
秋
山

地
区
走
巾
眺
吉
田
秀
男
走
高
《

跳
西
野
弘
砲
丸
投
小
見
守
一
』

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
木
村
進
》

百
米
伊
藤
日
出
子
四
百
米
継

右
に
よ
り
作
製
し
た
選
挙
人
名

簿
は
、
本
年
十
一
月
五
日
か
ら

十
一
月
十
九
日
ま
で
市
役
所
に

お
い
て
選
挙
人
に
縦
覧
さ
せ
ま

第
２
回
市
民
体
育
祭

包

ぶ
. 『

･f
F d

j r 4F ､
d P ､ 砧

･ ． r

･謹堂‘胎③守路

と

ペ

す
か
ら
各
位
は
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
せ
ら

れ
る
よ
り
願
い
ま
す
。

（
市
選
管
義
）

走
高
萩
地
区
走
巾
眺
鈴
木
令

子
走
高
跳
伊
藤
日
出
子
砲
，
丸

投
松
本
光
枝

一
般
の
部

百
米
山
口
猛
四
百
米
木
田
恒

夫
走
巾
跳
山
口
猛
走
高
跳
小

林
則
夫
砲
丸
授
今
川
誠
八
百

米
継
走
高
萩
中
Ｏ
Ｂ

二
、
排
球

青
年
女
子

１
高
萩
地
灰
乏
、
秋
山
地
区

一
般
の
部

１
高
紙
Ｏ
Ｂ
２
、
市
役
所

三
、
柔
道

碗
Ｋ
下
１
，
大
高
渭
文
２
、

蕊
へ

迩
錨
認
識
癖
識 …湾多騨…

私
達
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
健

康
で
、
文
化
的
な
生
活
を
営
む

こ
と
が
保
障
さ
れ
、
叉
他
か
ら

お
か
さ
れ
な
い
本
当
の
自
由
が

与
え
ら
れ
て
い
ま
ず
。
こ
れ
が

基
本
的
人
権
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
こ
れ
が
ま
も
ら
れ
て
始
め

て
理
想
の
民
主
主
義
社
会
と
な

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

私
達
は
す
。
へ
亡
人
間
と
し
て
の

生
き
る
権
利
を
平
等
に
受
け
る

も
の
で
す
が
、
現
在
の
社
会
は

果
し
て
こ
の
人
権
が
ま
も
ら
れ

人
鳧
は
楽
し
い
明
る
い
毎
日
を

送
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
「
人

権
擁
護
」
が
口
さ
き
だ
け
に
終

っ
て
、
事
実
は
昔
そ
の
ま
上
の

封
建
的
な
こ
と
が
行
わ
れ
、
力

小
野
嵩
廼

砺
Ｋ
下
１
、
田
所
文
男
２
、

柴
田
房
男

砺
Ｋ
上
１
、
佐
藤
準
一
２
、

蛭
田
俊
男

一
般
の
部

川
島
清
、
下
重
弘
次
、
平

山
忠
昭
、
浅
川
昭
弐

四
、
剣
殖

青
年
の
部

１
小
川
三
郎
２
益
子
昭
一

３
吉
成
大
治

五
、
相
撰

研
Ｋ
下
１
、
伊
藤
博
美
２
、

宇
野
勝
男

価
Ｋ
下
１
、
管
野
博
英
２
、

鈴
木
三
郎

師
Ｋ
上
１
、
鈴
木
富
夫
２
、

脚
永
重
光

六
、
野
球

１
南
町
チ
ー
ム
２
北
方
チ

ー
ムお

互
に
人
權
を
裂
も
り
ま
、
し
ょ
一
う

の
強
い
帝
や
、
椛
力
の
あ
る
者

が
弱
い
岩
を
こ
ま
ら
せ
、
暴
力

団
や
町
の
ボ
ス
達
に
よ
っ
て
、

常
に
お
び
や
か
さ
れ
、
い
ろ
い

ろ
な
無
理
な
こ
と
を
云
わ
れ
て

も
泣
き
ね
い
り
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
や
、
最
も
ひ
ど

い
の
に
な
る
と
‐
人
身
売
買
の

よ
う
な
お
そ
ろ
し
い
こ
と
ま
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
は
結
局
個
人
の

自
覺
と
社
会
の
改
善
に
よ
る
外

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

個
人
が
生
命
人
格
の
尊
さ
を
よ

く
考
え
ど
ん
な
苦
し
ゑ
に
も
強

く
生
き
ぬ
い
て
い
く
覺
悟
を
持

た
な
く
て
は
態
‐
‐
．
上
い
と
思
い

七
、
卓
球

青
年
の
部

１
、
松
岡
２
、
高
談

一
股

１
関
昭
２
益
子
正
美

八
、
庭
球

１
粂
、
菊
地
組
、
ｚ
橋
本
、

伊
藤
組

九
、
弓
道

ｉ
岩
渕
栄
、
２
鈴
木
栄
３
、

時
崎
行
雄

体
育
は
そ
の
場
に
な
っ
て
よ

い
成
績
を
收
め
よ
う
と
し
て
も

不
可
能
で
あ
る
。
平
疎
の
修
練

が
大
切
で
あ
る
Ｊ
高
萩
市
体
育

協
会
は
い
つ
で
も
練
習
の
場
と

機
会
を
作
っ
て
希
望
者
の
便
宜

を
計
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
御
相

談
下
さ
い
．
希
望
謡
は
教
育
委

員
会
事
務
局
（
市
役
所
分
室
二

階
）
え
訪
合
せ
下
さ
い
。
係

I

主
す
。
一
方
社
会
は
、
互
に
温

い
手
を
さ
し
の
》
へ
弱
い
者
を
救

５
気
持
に
な
っ
て
、
正
し
い
社

会
保
障
制
度
が
う
ち
た
て
ら
れ

る
と
共
に
文
化
の
め
ぐ
み
を
受

け
る
い
き
が
い
あ
る
生
活
を
し

た
い
も
の
で
す
。
つ
ま
り
自
畳

さ
れ
た
個
人
に
よ
っ
て
、
温
い

社
会
が
作
ら
れ
て
始
め
て
、
基

本
的
人
権
は
保
障
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。

市
に
は
人
権
擁
護
委
員
が
置
か

れ
て
い
ろ
い
ろ
努
力
さ
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
人
椛
じ
ゅ
う
り

ん
は
、
人
に
わ
か
ら
な
い
所
で

行
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
な
く

す
と
い
う
こ
と
は
全
く
む
ず
か

し
い
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
人
権
擁
護
委
員
の

人
達
と
協
力
し
て
行
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
や
は
り
個

人
の
し
っ
か
り
し
た
臼
弼
が
な

け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
。
よ
く
正

し
い
こ
と
を
云
う
と
ひ
ど
い
目

に
あ
う
、
仕
方
が
な
い
か
ら
悪

い
こ
と
と
知
り
な
が
ら
見
て
見

ぬ
ふ
り
を
す
る
よ
う
で
は
、
い

つ
ま
で
も
人
権
じ
ゅ
う
り
ん
の

事
件
が
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。

ど
こ
ま
で
も
正
し
い
こ
と
に
対

し
て
は
強
い
態
度
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

私
達
は
こ
の
よ
う
に
正
し
く
強

く
生
き
る
た
め
、
今
後
大
い
に

努
力
し
明
る
い
社
会
に
し
た
い

も
の
で
す
。

本
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
左
の

方
々
で
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
遠
慮

な
く
御
相
談
下
さ
い
。

安
良
川
九
九
五
渡
辺
寅
治

上
手
綱
二
七
八
八
柳
沢
良
助

芳
栗
一
三
○
広
木
允
明

F句

一Oj－
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一
一
幸
に
も
な
る

一
《
婦
も
円
油
に

一
．
の
持
ち
合
せ

一
福
に
な
れ
な

一
、
婦
の
円
満
は

1
｣

「
あ
な
た
困
る
わ
。
そ
う
家
の

中
で
こ
ろ
、
こ
ろ
し
て
お
っ
て
は

も
う
配
給
の
お
米
を
取
り
に
行

く
お
金
が
躍
い
の
ょ
。
今
の
場

合
仕
等
の
択
り
好
み
し
て
い
る

身
分
窓
腱
な
い
と
思
う
の
よ
・

な
ん
だ
っ
て
好
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
お
金
に
困
る
お
く

さ
ん
か
ぶ
つ
ぶ
つ
い
え
ぽ
「
あ

な
、
た
、
た
ま
に
は
早
く
お
帰
り

に
な
っ
て
よ
。
一
緒
に
お
夕
飯

食
ぺ
た
の
今
月
に
な
っ
て
た
っ

た
一
度
よ
。
仕
事
仕
事
っ
て
お

っ
し
や
る
け
ど
そ
う
毎
晩
引
き

つ
づ
き
用
事
が
お
あ
り
な
ん
で

す
か
れ
。
専
務
な
ん
て
い
う
商

売
、
．
い
や
な
こ
と
ね
」
と
重
役

夫
人
も
不
平
で
た
ま
ら
ぬ
Ｏ
か

と
思
へ
ば
「
私
た
ち
批
の
中
で

一
番
佳
合
せ
と
思
う
の
よ
」
と

垂
か
ん
繩
の
椅
子
に
腰
か
け
て

二
人
で
肩
を
抱
き
合
っ
て
狭
い

脾
借
り
の
窓
か
ら
う
っ
と
り
と

月
な
ど
眺
め
て
い
る
ご
夫
婦
も

い
る
。
．

お
金
が
あ
る
、
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
夫
如
と
い
う
も
の
は
お
互

の
愛
情
に
よ
’
っ
て
幸
福
に
も
不

幸
に
も
な
る
も
の
で
ど
ん
な
夫

婦
も
円
油
に
暮
す
た
め
の
同
梢

の
持
ち
合
せ
が
な
く
て
は
、
幸

福
に
な
れ
な
い
の
で
あ
る
。
夫

婦
の
円
満
は
二
人
の
精
岬
的
‐

肉
体
的
、
．
經
緕
的
な
生
活
の
調

和
か
ら
だ
け
期
待
出
来
る
が
經

済
的
に
豊
か
な
夫
婦
の
場
合
庭

は
声
肉
体
的
、
精
榊
的
に
調
和

を
碑
る
こ
と
か
貧
じ
い
夫
婦
の

場
合
よ
り
も
、
チ
ャ
ン
ス
が
多

文
化
生
活
と
夫
婦
の
調
和

佐
々
鑿

い
こ
と
は
否
め
な
い
。

は
じ
め
か
ら
裕
福
な
同
志
で
結

婚
し
、
年
数
鳴
浅
い
夫
婦
に
は

問
題
は
少
な
い
と
思
う
が
、
そ

で
れ
も
妻
の
虚
栄
心
が
止
め
ど

な
く
生
活
を
派
手
に
し
過
ぎ
て

か
え
っ
て
經
緕
的
な
破
綻
を
招

き
、
夫
の
信
職
を
失
っ
た
り
、

お
金
持
で
あ
る
が
故
に
、
ご
う

慢
で
女
ら
し
い
優
し
さ
を
失
い

夫
を
失
望
さ
牡
る
こ
と
も
あ
る

夫
の
ほ
う
で
も
、
妻
に
不
自
由

を
掛
け
な
け
れ
ば
と
か
、
妻
に

知
れ
な
け
れ
ば
な
ど
と
妾
を
持

っ
て
、
夫
婦
の
間
に
取
返
し
の

つ
か
な
い
藤
を
作
る
こ
と
に
気

が
つ
か
ず
、
．
家
庭
破
壊
へ
”
の
悲

劇
に
一
家
を
導
く
こ
と
が
あ
る

が
、
こ
ん
な
の
は
經
済
的
に
豊

か
な
人
た
ち
の
惹
き
起
す
不
幸

で
あ
る
。

け
れ
ど
結
婚
当
時
の
一
等
仇
者

一
店
員
、
一
介
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
あ
っ
た
夫
が
身
を
起
し
後

年
に
大
を
な
し
て
經
済
的
に
も

豊
か
な
生
活
に
入
る
夫
婦
は
少

く
な
い
。
こ
う
い
う
夫
婦
に
一

番
か
け
て
来
る
の
が
精
神
的
調

和
で
夫
の
ほ
う
は
、
こ
こ
に
到

る
ま
で
に
商
光
上
、
事
業
上
、

或
い
は
学
閥
上
の
あ
ら
ゆ
る
困

難
を
体
験
Ｌ
て
人
間
的
な
苦
勢

を
重
ね
、
枇
間
を
相
手
に
、
見

た
り
、
聞
い
た
り
し
て
、
い
つ

と
な
く
教
養
を
身
に
つ
け
、
同

時
に
人
間
も
完
成
さ
れ
て
行
く

か
ら
結
婚
当
時
よ
り
、
ず
っ
と

立
派
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
ｐ
・
片
方
妻
の
ほ
う
は
、
こ
の

唯

間
孜
灸
営
々
と
し
て
、
ひ
た
す

ら
内
助
に
つ
と
め
、
新
聞
も
ろ

く
に
読
ま
ず
、
映
画
一
つ
見
ず

に
過
し
て
や
れ
ノ
、
と
一
息
つ

く
頃
に
は
、
外
で
大
勢
の
女
性

を
見
て
眼
の
肥
え
て
い
る
夫
に

と
っ
て
、
何
も
知
ら
な
い
、
時

代
お
く
れ
の
話
相
手
に
も
な
ら

な
い
、
つ
走
ら
な
い
、
女
に
な

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
結
婚
当
時

似
合
い
の
夫
で
あ
り
ゞ
妻
で
あ

っ
た
の
に
夫
が
成
功
し
て
立
派

に
な
る
と
、
見
お
と
り
の
す
る

奥
様
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
一
お
金
が
出
来
て
生
活
が

楽
に
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
夫
が

遊
び
だ
し
た
」
な
ど
と
い
う
な

げ
き
を
よ
く
聞
く
が
、
男
性
が

社
会
に
出
て
成
功
す
る
と
糠

噌
の
妻
に
興
味
を
失
っ
て
来
る

こ
と
は
枇
間
に
よ
く
あ
る
こ
と

で
あ
る
ｃ
こ
う
な
っ
て
か
ら
で

は
、
も
う
手
お
く
れ
で
あ
る
が

そ
れ
で
も
努
力
次
露
で
夫
と
妻

の
職
神
的
な
不
調
和
を
調
節
す

る
方
法
が
あ
る
と
思
う
が
、
何

れ
に
し
て
も
夫
婦
は
、
個
性
の

蓮
っ
た
男
女
の
縮
合
で
あ
る
か

ら
、
二
人
が
歩
洲
を
合
せ
る
よ

う
に
し
な
け
、
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
く
云
わ
れ
る
二
人
三
脚
と
ゆ

５
言
栞
が
、
い
ち
ば
ん
そ
れ
を

正
し
く
表
現
し
て
い
る
と
思
う

一
方
が
走
り
だ
し
た
と
き
、
一

方
か
そ
れ
に
ひ
っ
た
り
と
呼
吸

と
歩
調
を
合
せ
な
け
れ
ば
う
ま

く
走
れ
な
い
の
で
あ
る
。
お
互

い
に
小
さ
な
意
地
を
張
っ
た
り

自
我
を
通
す
の
は
い
け
な
い
小

さ
な
我
儘
か
ら
愛
憎
生
活
に
ひ

び
が
は
い
る
か
ら
、
何
事
・
に
も

足
並
を
そ
ろ
え
、
呼
吸
を
合
せ

る
と
ゆ
ら
の
が
、
夫
婦
円
満
の

秘
決
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
上
手
細
千
代
田
）

烹弓.

溌蕊蕊○
市
有
林
及
学
校
部
分
林
三
二

町
歩
の
下
刈
り
を
七
月
二
十

七
日
よ
り
八
月
十
七
日
に
江

っ
て
実
施
し
た
。
街
高
萩
中

学
校
部
分
林
約
二
町
歩
を
九

月
初
旬
中
学
三
年
生
の
手
に

よ
っ
て
実
施
寸
乃
予
定
で
、
あ

る
。

○
八
月
二
日

松
岡
地
区
が
防
犯
モ
デ
ル
地

区
腱
指
定
さ
れ
た
の
で
各
部

落
公
民
館
で
臓
犯
座
談
会
匙

実
地
し
た
行
く
行
く
ば
防

犯
の
徹
底
を
期
し
う
る
も
の

と
明
る
い
扉
通
し
か
つ
い
た

龍
た
二
十
二
日
に
推
商
萩
，
叩

学
校
で
防
犯
肌
町
会
を
開
惟

し
た
。

○
八
月
四
日

下
手
綱
食
改
善
垂
』
ヂ
ル
部
落

で
は
農
紫
改
笈
相
談
所
の
斎

田
普
及
員
を
招
い
て
粉
食
料

市
長
の
激
励
を
受
け
る
高

萩
高
校
チ
ー
ム

…竺壼＝L…＝

]漣か金¥｡“通yジゴ理”

◇◇◇◇◇◇･

諏
突
否
会
葬
｝
閏
隠
し
た
。

○
八
脚
二
十
日

目
新
隊
の
真
の
唆
を
市
民
一

般
に
知
っ
て
、
も
ら
う
た
め
、

市
公
表
堂
で
薩
淡
と
際
画
の

タ
を
催
し
た
。

○
八
卿
二
十
一
日

率
東
附
信
越
走
時
制
高
校
軟

式
野
球
大
会
に
本
市
高
萩
高

校
チ
ー
ム
は
昨
年
腿
勝
し
た

が
、
．
本
年
も
僅
勝
を
期
し
て

鹿
萩
市
長
の
鍛
励
に
送
ら
れ

て
本
年
の
会
喝
偽
崎
市
へ
．
向

っ
て
醐
硴
出
発
し
た
。

○
八
月
二
十
三
円
よ
り
末
日
ま

宗
｜
水
稲
柄
樗
虫
防
除
週
間
を

愛
け
、
市
痛
畜
虫
防
除
隊
が

実
施
計
州
寿
櫛
立
、
市
農
業

委
員
会
・
市
農
業
共
済
組
合

嘉
穂
地
域
農
業
改
良
相
談

所
、
松
川
、
商
萩
、
両
農
協

等
の
技
術
職
員
の
協
力
の
恥

Ｆ
ｂ
Ｎ
１
Ｉ
Ｆ
Ｎ
Ｈ
℃
Ⅱ
Ｐ
・
乳
Ⅱ
Ⅲ
…
ト
ー
弓
１
！
■
１
１
１
１
６
可
４
や
″
１
．
Ⅱ
Ｉ
Ⅲ
ｒ
１
吋
！
Ⅱ
Ｎ
ｕ
１
９
回
■

高
萩
中
学
校
部
分
林
下
刈

り
の
状
況

恥銀皇軍咋辱迄鐸穿謬琿竜濫ゴ
ー＝院二亮一寺己－石宅＝1＝ごニーヱ

と
、
各
農
業
生
産
組
合
醗
除

班
が
主
体
と
な
つ
唾
穂
首
イ

モ
チ
防
除
の
万
全
を
期
し
た

本
市
の
葉
イ
や
チ
発
生
面

積
は
八
月
二
十
日
現
在
二
四

○
町
歩
で
薬
剤
散
布
面
積
は

一
六
○
町
歩
、
本
週
間
中
の

防
除
予
定
面
積
は
二
○
○
町

歩
（
パ
ラ
チ
オ
ソ
に
よ
る
虫

害
防
除
も
含
む
）
で
あ
っ
た

が
降
雨
等
の
た
め
実
施
面
積

は
約
一
○
○
町
歩
余
で
あ
っ

た
。

迫
間
後
も
引
続
き
出
穂
前
後

一
回
及
び
出
穂
後
一
週
間
内

に
一
回
と
二
回
、
共
同
防
除

を
実
施
し
て
、
病
害
虫
に
よ

る
減
收
を
最
少
限
に
止
め
よ

う
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

○
八
月
二
十
四
日

高
萩
綜
合
グ
ラ
ン
ド
で
十
四

市
議
会
戒
員
新
善
の
た
め
、

議
員
団
肝
球
大
会
が
催
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
第
一
回
予

選
を
北
茨
城
市
と
本
市
の
議

員
団
対
抗
睡
球
大
会
が
雨
の

中
も
い
と
わ
ず
朧
大
に
行
わ

れ
た
。

○
一
八
月
二
十
五
日

下
手
制
公
民
館
で
農
村
慰
淡

剣
舞
大
会
が
催
さ
れ
慰
安
の

少
な
い
農
村
の
方
為
に
非
常

に
喜
ば
れ
た
。

○
八
月
二
十
七
日

市
営
住
宅
三
○
戸
建
設
を
九

月
十
円
蓋
工
、
十
二
月
十
五

日
竣
工
の
予
定
で
本
邸
市
会

讓
雲
で
九
社
が
入
札
し
第
一

種
朧
日
立
土
地
株
式
会
社
が

第
二
極
は
沼
田
工
務
店
が
各

十
五
戸
づ
つ
落
札
し
た
。
．
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